
長期脱炭素電源オークション
の現状と課題
２０２4年9月18日
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/202309_youryou_syousaisetsumei_long.pdf



多様な容量メカニズム 4

新規電源入札
なし(運転予備力需要曲線)

戦略的予備力
（ターゲット）容量支払

集中型容量市場
分散型容量義務

Bublitz, A. et al. “A survey on electricity market design: Insights from theory and real-world implementations of capacity 
remuneration mechanisms” Energy Economics 80 (2019) 1059–1078, https://doi.org/10.1016/j.eneco.2019.01.030

• もともと容量メカニズムはアデカシー（十分な供給力）確
保のためのもの。電源維持費補填のためのものではない。

• 容量メカニズムには様々な種類があり、容量市場はその
一つに過ぎない。
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/202309_youryou_syousaisetsumei_long.pdf



メインオークションの現状
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230718_youryou_shousaisetsumei.pdf
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230718_youryou_shousaisetsumei.pdf
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230718_youryou_shousaisetsumei.pdf
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230718_youryou_shousaisetsumei.pdf

主燃料が石炭の安
定電源で、設計効率

が42%未満
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● 発電事業者の受け取りスケジュール

● 小売り電気事業者・送配電事業者の

支払いスケジュール
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/20230718_youryou_shousaisetsumei.pdf



13既存契約

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/030_04_01.pdf

https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2023/files/202309_youryou_syousaisetsumei_long.pdf
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• 約定価格は初回の上限に張り付くということは起きていないが、約
定価格の上昇、経過措置係数の減額が藍真理、約定総額で考えると
初回の1.6兆円に近付いている。

• 約定価格の変動が激しい。これで予見可能性が供給できるのか疑問

• 約定価格から経過措置係数をかけた額が実際の約定価格になる。
• 当初の経過措置係数は58％、毎年-７％されていき、2027年度オークション（実需給年度

2030年度）からは経過措置なし



容量市場の応札価格分布

● 0円応札が75％以上を占める市場

⇒もともとベースロード運転する計画のある電源にとっ

ては、容量市場は棚ぼた利益

● ２０２０年度はNetCone以上の応札が多く、約定価

格が高くなった。２０２１年度は０円応札が増え、約

定価格が低下、２０２２、２０２３年度はNetCone×

５０％以上、NetCone以下入札量が増加し、約定価

格は上昇傾向。
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※各年度ごとの電源種別落札量と控除後約定価格をもとに計算した。ただし、落札しなかった発動指
令電源はすべて揚水とみなした。また落札しなかったその他電源について差し引いていない。



長期脱炭素電源オークション
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長期脱炭素電源オークションの目的

21

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/061_04_00.pdf
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LNGについては、供給力提供開始から10年後までの間に脱炭素化に向けた対応（改修のための本制度への応札等）を開
始することや、2050年までの脱炭素化ならびに落札後6年以内の供給力提供開始を条件とする
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① 資本費

建設費 発電設備・燃料受入設備・燃料保管設備・燃料供給設備などの新たな脱炭素電源の稼働に資する設備の建設費の 110%の金額

系統接続費 最新の工事費負担金の見積額を参考に、事業者が算出した任意の金額

廃棄費用 太陽光は、1 万円/kW 。原子力は、建設費の 12%の金額。その他の電源種は、建設費の 5％の金額。

②運転維持費

固定資産税 当該電源を制度適用期間において保有することによって発生する固定資産税額

人件費 当該電源を制度適用期間において維持することによって必要となる人員に対する給料手当等

修繕費 当該電源を制度適用期間において維持することによって必要となる修繕費

経年改修費 当該電源を制度適用期間において維持することによって必要となる設備投資のうち資本的支出の額

発電側課金 当該電源を制度適用期間において保有することによって発生する発電側課金のうち、kW 課金部分の金額（目安単価 900 円/kW/年）

事業税（収入割・資値割）

当該電源を制度適用期間において維持することによって発生する次の事業税の額

・収入割：事業税（収入割）を除く当該電源の資本費・運転維持費・事業報酬の総額（円/kW/年）×税率/(1-税率）

・資本割：建設費×自己資本比率 43%×税率

・付加価値割： (当該電源の事業報酬＋当該電源の人件費＋当該電源の支払賃借料)×税率

その他のコスト(委託費・
消耗品費等)

当該電源を制度適用期間において維持することによって必要となるその他のコスト

③事業報酬（資本コスト）
応札時点において、将来の上記の費用（①資本費、②運転維持費）の支出計画を作成し、税引前 WACC5%が確保できるような均等化コスト
（円/kW/年）と、単純平均コスト（円/kW/年）の差額。
※Weighted Average Cost of Capital、加重平均資本コスト

応札価格に織り込むことが認められるコスト

https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electric/summary/regulations/pdf/choukigl_20230711.pdf

建設費の増加リスクへの対応として、予備費
として建設費の10％を織り込む
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https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/202309_youryou_syousaisetsumei_long.pdf

将来的には600kWに増やす見込み



約定方法

容量市場メインオークション：

シングルプライス
入札電源を安い順に並べて、需要曲線

と交点になった電源の価格を約定価格

とする

25

長期脱炭素電源オークション：

マルチプライス
入札電源を安い順に並べて、募集量が

満たされるまで約定する。約定価格は

それぞれの応札価格



26他市場収益の還付

https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/202309_youryou_syousaisetsumei_long.pdf

（翌年度の他市場収益＝他市場収入―可変費―前年度の他市場収益の赤字）のため、赤字が累積していくこともありうる



2023年度約定結果

27



他市場収益の還付
28





バイオマスの落札結果

伏木万葉ふ頭バイオマス発電所 富山県 51.5MW FIT(24円/kWh) 2022年7月 東京ガスに売却

市原八幡ふ頭バイオマス発電所 千葉県 75MW FIT(24円/kWh) 2024年内（予定） 東京ガスに売却

新潟東港バイオマス発電所 新潟県 50MW FIT 2024年10 月（予定） 20%を東北電に売却

苫東バイオマス発電所 北海道 50MW FIT(24円/kWh) 2025年4月（予定） 20%を北電に売却

302024年5月2日 - アジア太平洋地域の再生可能エネルギー
および廃棄物環境関連事業のリーディングカンパニーである
エクイス・デベロップメント・ピーティーイー・リミテッド（以下、
「エクイス」）は、2023年度の日本の長期脱炭素容量オーク
ションにおいて、北海道石狩市及び苫小牧市に位置する
112MWクラスの2つのバイオマス発電プロジェクト（以下、あ
わせて「本プロジェクト」）を落札しました。

エクイス社のこれまでのバイオマス案件（燃料は輸入木質ペレットまたはPKS）



２０２４年度オークションでの追加要件
31

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/086_05_00.pdf

アンモニアの新設案
件が追加

新規追加

新規追加

中小水力発電案件
が追加

既設が新規追加

＋蓄電池について、応札下限容量を1
万kWから3万kWに引き上げ



2024年度オークション

32

LNG専焼火力
募集上限：224万kW

2024年度
脱炭素電源の
募集量

2024年度
LNG専焼火力の
募集量

2025年度も200万kW＋24
年度の残余分を募集する



２０２４年度バイオマス応札上限価格
33



長期脱炭素電源オークションで落札したバイオマス発電の損益試算

約定価格10万円/kWの場合 2018 2019 2020 2021 2022 2023

a．長期脱炭素電源オークション収入 13.12 13.12 13.12 13.12 13.12 13.12

b．売電収入（JEPXスポット市場価格） 10.00 8.00 11.00 13.00 20.00 11.00

c．非化石価値収入 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

d．可変費 21.00 21.00 21.00 21.00 21.00 21.00

他市場収益（b+c-d） -10.80 -12.80 -9.80 -7.80 -0.80 -9.80

e. 累積他市場収益赤字額 0.00 -23.60 -33.40 -41.20 -42.00 -51.80

f. 他市場収益還付額(90%、ただし赤字の際は還付なし) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

計 2.32 0.32 3.32 5.32 12.32 3.32

34

前提：10万kW、設備利用率87%、可変費21円/kWh、非化石価値0.2円/kWh

単位：円/kWh

約定価格7万円/kWの場合 2018 2019 2020 2021 2022 2023

a．長期脱炭素電源オークション収入 9.18 9.18 9.18 9.18 9.18 9.18

b．売電収入（JEPXスポット市場価格） 10.00 8.00 11.00 13.00 20.00 11.00

c．非化石価値収入 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

d．可変費 21.00 21.00 21.00 21.00 21.00 21.00

他市場収益（b+c-d） -10.80 -12.80 -9.80 -7.80 -0.80 -9.80

e. 累積他市場収益赤字額 0.00 -23.60 -33.40 -41.20 -42.00 -51.80

f. 他市場収益還付額(90%、ただし赤字の際は還付なし) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

計 -1.62 -3.62 -0.62 1.38 8.38 -0.62



長期脱炭素電源オークションで落札した原発の損益試算

約定価格10万円/kWの場合 2018 2019 2020 2021 2022 2023

a．長期脱炭素電源オークション収入 16.31 16.31 16.31 16.31 16.31 16.31

b．売電収入（JEPXスポット市場価格） 10.00 8.00 11.00 13.00 20.00 11.00

c．非化石価値収入 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

d．可変費 2.20 2.20 2.20 2.20 2.20 2.20

他市場収益（b+c-d） 8.00 6.00 9.00 11.00 18.00 9.00

e. 累積他市場収益赤字額 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

f. 他市場収益還付額(90%、ただし赤字の際は還付なし) 7.20 5.40 8.10 9.90 16.20 8.10

計 17.11 16.91 17.21 17.41 18.11 17.21

35

前提：100万kW、設備利用率70%、可変費2.2円/kWh、非化石価値0.2円/kWh

単位：円/kWh

約定価格7万円/kWの場合 2018 2019 2020 2021 2022 2023

a．長期脱炭素電源オークション収入 11.42 11.42 11.42 11.42 11.42 11.42

b．売電収入（JEPXスポット市場価格） 10.00 8.00 11.00 13.00 20.00 11.00

c．非化石価値収入 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

d．可変費 2.20 2.20 2.20 2.20 2.20 2.20

他市場収益（b+c-d） 8.00 6.00 9.00 11.00 18.00 9.00

e. 累積他市場収益赤字額 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

f. 他市場収益還付額(90%、ただし赤字の際は還付なし) 7.20 5.40 8.10 9.90 16.20 8.10

計 12.22 12.02 12.32 12.52 13.22 12.32



落札した島根原発3号機の収入推計 36

電源ごとに約定
価格が異なるの
で、ここでは平
均価格を使った
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38

自由化当初、拮抗していた新電力と旧一電の販売価格は、2018年頃から徐々に差が広
がり、現在3円/kWhまで拡大した
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原子力の課題（いくつかは他電源の課題でもある）

39

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/genshiryoku/pdf/038_04_00.pdf
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